
調べて！まちの調査隊

　７月にオープンしたばかりの開成南小学校区学童保育所
に取材してきました！
　取材したのは夏休みが始まったばかりの日の午前10時頃。
小学１～４年の約60人の子どもたちが勉強を終わらせ、遊び
タイムに入るところでした。新しい施設での子どもたちの様
子を皆さんにお伝えします！

●問　調べて！まちの調査隊のこと　企画政策課 ☎84‒0312
学童保育所のこと　        子育て健康課 ☎84‒0327

取材後記

　学童では色々な遊びを自由に広げられます。
それを優しくもしっかり見守る支援員さんに子
どもたちの” 居場所” を感じました。
　取材中は私もカメラマンも子どもたちに大人
気！カメラの前ではモデルのようにおしゃまな
子も。学童は子どもを預かるだけでなく、大切
な時間を約束する場所でした。

まちづくり情報特派員　小田　猛
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学童保育に行ってきました！
南小の

だ

子どもの数だけ遊びがあります！

おしえてください！ お答えします！

学童保育所サンチャイルド
クラブ放課後児童支援員

原　直士先生
はら なお し

まちづくり情報特派員
小田　猛

小田：１年生と２～４年生への
お声がけが少し違いますね。

原先生：子どもの理解度に合わせ
て、言葉がけも注意しています。
小田：さりげないことですが、し
っかりと子どもたちに伝わってい
そうです。建物も開放感が感じら
れますね。

原先生：以前よりも広いスペースで、異なる学年を同時に預かる
ことができ、きょうだいが同じ場所で過ごすことができるので、
低学年の子も安心して過ごしています！

小田：たしかに子どもたちが生き生きしていますね！

ふむふむ
今、真剣！

う～ん、どうしよう？

学　ぼう

支　えよう

町では、認知症を正しく理解するために「にんちしょう講座」
を開催します。

地
域
の
身
近
な
窓
口

　開
成
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
開
成
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、社
協
）
に
委
託
さ
れ
、

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
協
と
連

携
し
、
認
知
症
の
方
や
高
齢
者
の
方

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た

福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、「
地
域
の
身
近
な
窓
口
」
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付

け
、
そ
の
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
福
祉
な

ど
多
方
面
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
う
る

　認
知
症
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た

場
合
、
私
た
ち
は
家
族
と
一
緒
に
、

そ
の
方
に
合
っ
た
支
援
体
制
を
設
計

し
、
生
活
し
や
す
い
プ
ラ
ン
を
考
え

ま
す
。
相
談
は
、
家
族
が
お
越
し
に

な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
日
常

生
活
に
支
障
が
出
て
か
ら
相
談
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
ね
。
ま
た
、

家
族
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
、
一
人

暮
ら
し
の
方
の
様
子
が
最
近
お
か
し

い
と
、
地
域
の
方
が
相
談
に
来
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　認
知
症
は
「
誰
で
も
な
り
う
る
病

気
」
で
す
が
、
実
際
に
家
族
が
認
知

症
に
な
る
と
、「
認
知
症
に
な
っ
た
」

と
い
う
こ
と
を
恥
じ
て
し
ま
い
、
他

者
へ
の
相
談
が
で
き
な
い
ま
ま
、
症

状
が
重
度
化
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　認
知
症
の
場
合
、
早
期
対
応
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
な
か

な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

否
定
で
は
な
く
共
感

　私
た
ち
が
認
知
症
の
方
と
接
す
る

と
き
に
は
、
そ
の
方
の
言
動
を
否
定

せ
ず
共
感
す
る
、「
今
そ
の
人
が
生

き
て
い
る
世
界
を
受
け
入
れ
る
」
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
自
宅
に
い
る
の
に
「
こ

れ
か
ら
自
分
の
家
に
帰
る
」
と
言
っ

て
外
に
出
よ
う
と
し
た
と
き
、「
何
言

っ
て
る
の
。
も
う
家
に
い
る
で
し

ょ
！
」と
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、「
そ

う
だ
ね
、
じ
ゃ
あ
家
に
帰
ろ
う
か
」

と
言
っ
て
、
家
の
周
囲
を
一
緒
に
散

歩
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　同
じ
こ
と
を
何
回
も
聴
か
れ
る
と
、

周
り
の
人
は
イ
ラ
イ
ラ
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
本
人
も
不
安
な
気
持

ち
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り

の
人
が
優
し
く
笑
顔
で
話
し
て
あ
げ

る
こ
と
で
、
本
人
も
安
心
で
き
る
で

し
ょ
う
。

チ
ー
ム
に
な
っ
て
支
え
る

　開
成
町
に
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

以
外
に
も
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
民

生
委
員
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講

座
を
受
講
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

相
談
す
る
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。　家

族
だ
け
で
認
知
症
の
方
を
支
え

る
の
は
難
し
い
の
で
、
第
３
者
を
巻

き
込
ん
で
み
ん
な
で
チ
ー
ム
に
な
っ

て
、
家
族
と
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

松井　雅史　さん
まつ　い　　　まさ　し

小野　洋美　さん
お　の　　　ひろ　み

開成町地域包括支援センター
開成町吉田島1043-1　
（開成町社会福祉協議会内）
☎0465-83-7688
平日8:30～17:00　
※時間外は転送により対応します。

町の認知症等のサポート機関のひとつに「開成町地域包括支援
センター」があります。私たちは認知症とどう向き合えばよい
か、職員の方にお話を伺いました。

10月15日（土）
９時30 分～11時
町民センター　中会議室Ａ

認知症への正しい理解と地域の応援者と
しての基本的な知識を学びます。認知症サポーター養成講座

導入

11月８日（火）　
13 時 30 分～15時 30 分
町民センター　大会議室

曽我病院精神科専門看護師の矢田弓子
さんから、認知症へのかかわり方を学ぶ
ステップアップ講座です。

病棟のケアや看護から学ぶ
こころが通うカンフォータブルケア

発展

11月29日（火）　
13 時 30 分～
町民センター　大会議室

支援するときの声のかけ方の実践やグ
ループワーク、認知症等行方不明ＳＯＳ
ネットワーク制度について学びます。

声かけ訓練
（徘徊高齢者模擬訓練）

実践

や だ ゆみ こ


